
（30）

１
　
は
じ
め
に

二
〇
〇
一
年
五
月
一
八
日
、「
商
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
案
」
が
第
一
五
一
回
通
常
国
会
に
提
出
さ
れ
た
。
法
案
は
、

六
月
二
二
日
に
可
決
、
成
立
し
、
同
月
二
九
日
に
公
布
、
一
〇
月
一
日
に
施
行
さ
れ
て
い
る
。
商
法
改
正
に
は
、
株
式
制
度
に
関
し

て
主
に
三
つ
の
注
目
材
料
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
が
自
己
株
式
取
得
お
よ
び
保
有
の
自
由
化
、
い
わ
ゆ
る
金
庫
株
解
禁
で
あ
り
、
二
つ

目
は
株
式
の
単
位
の
見
直
し
で
あ
る
。
そ
し
て
、
三
つ
目
の
注
目
材
料
が
法
定
準
備
金
制
度
の
規
制
緩
和
で
あ
る
。
二
つ
目
の
株
式

の
単
位
の
見
直
し
に
は
、
会
社
設
立
時
の
株
式
発
行
額
面
規
定
の
削
除
、
株
式
分
割
時
の
純
資
産
額
等
に
関
す
る
規
制
の
撤
廃
（
１
）、

額

面
株
式
の
廃
止
、
端
株
の
処
理
方
法
の
改
正
、
単
元
株
制
度
の
設
立
が
含
ま
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
三
つ
の
注
目
材
料
の
う
ち
、

第
一
の
改
正
、
金
庫
株
制
度
に
つ
い
て
概
観
し
た
い
（
２
）。

２
　
金
庫
株
と
は
何
か

改
正
商
法
の
ど
の
条
文
を
と
っ
て
も
、「
金
庫
株
」
と
い
う
概
念
は
定
義
さ
れ
て
い
な
い
。
金
庫
株
と
い
う
用
語
は
米
国
の

"treasury
stock"

に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
一
般
的
に
、「
目
的
・
使
徒
の
制
限
な
く
取
得
で
き
、
長
期
間
保
有
で
き
る
自
己
株

式
」
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
び
の
商
法
改
正
以
前
、
会
社
は
原
則
と
し
て
自
己
株
式
を
取
得
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
。
例
外
的
に
自
己
株
式
取
得
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
消
却
目
的
や
ス
ト
ッ
ク
・
オ
プ
シ
ョ
ン
に

金
庫
株
解
禁
の
商
法
改
正

福
本
　
　
葵



使
用
す
る
目
的
に
よ
る
取
得
等
に
限
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
取
得
目
的
で
あ
っ
て
も
、
自
己
株
式
を
取
得
で
き
る
期
間
や

数
量
に
制
限
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
こ
の
た
び
の
商
法
改
正
で
自
己
株
式
取
得
は
、
原
則
容
認
、
例
外
的
に
禁
止
と
大
き
く
変
化
し

た
。
自
己
株
式
の
取
得
目
的
に
制
限
が
な
く
な
り
、
ま
た
取
得
し
た
自
己
株
式
を
期
間
・
数
量
の
制
限
な
く
保
有
す
る
こ
と
を
認
め

た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
金
庫
株
の
解
禁
で
あ
る
。

３
　
旧
商
法
の
自
己
株
式
取
得
規
制

（
１
）
旧
商
法
に
お
け
る
自
己
株
式
取
得

改
正
商
法
以
前
の
商
法
で
は
、
自
己
株
式
取
得
は
原
則
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
取
得
が
認
め
ら
れ
る
の
は
例
外
的
な
場
合
の
み
で
あ

っ
た
。
取
得
が
認
め
ら
れ
る
例
外
的
な
場
合
と
は
、
株
式
消
却
、
合
併
ま
た
は
他
の
会
社
の
営
業
全
部
の
譲
受
、
会
社
の
権
利
の
実

行
お
よ
び
株
式
買
取
請
求
権
に
備
え
る
目
的
の
取
得
、
端
株
の
買
増
お
よ
び
売
却
の
仲
介
の
た
め
の
取
得
、
ス
ト
ッ
ク
・
オ
プ
シ
ョ

ン
等
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
保
有
期
間
や
取
得
可
能
な
総
数
に
も
限
定
が
あ
っ
た
。

（
２
）
自
己
株
式
取
得
規
制
の
理
由

旧
商
法
が
自
己
株
式
取
得
を
原
則
と
し
て
禁
止
し
て
い
た
理
由
に
は
主
に
以
下
の
四
つ
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
自
己
株

式
取
得
は
会
社
資
本
の
払
い
戻
し
と
な
る
た
め
で
あ
る
。
資
本
を
財
源
と
し
て
自
己
株
式
を
有
償
で
取
得
す
る
こ
と
は
、
実
質
的
に

は
、
会
社
債
権
者
に
先
立
っ
て
株
主
に
出
資
を
払
い
戻
す
こ
と
と
同
視
で
き
る
た
め
、
会
社
債
権
者
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
第

二
に
、
自
己
株
式
取
得
に
は
、
会
社
経
営
者
に
よ
る
株
価
操
縦
の
危
険
性
が
あ
る
。
会
社
の
内
情
に
通
じ
た
会
社
経
営
者
が
、
株
価

が
下
落
し
た
際
に
自
己
株
式
を
買
い
占
め
て
価
格
を
高
騰
さ
せ
た
り
、
未
発
表
の
経
営
情
報
を
も
と
に
株
式
の
売
買
を
行
う
イ
ン
サ
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イ
ダ
ー
取
引
が
行
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
第
三
に
、
自
己
株
式
取
得
に
よ
っ
て
、
出
資
に
よ
ら
な
い
会
社
支
配
の
機
会
が
与
え
ら

れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
自
己
株
式
の
取
得
に
よ
り
議
決
権
を
有
す
る
株
式
の
総
数
を
減
少
さ
せ
、
一
部
の
者
の
支
配
力
を

相
対
的
に
強
め
た
り
、
保
有
す
る
自
己
株
式
を
特
定
の
者
に
譲
渡
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
者
の
支
配
力
を
強
め
る
等
、
会
社
支
配

の
公
正
を
害
す
お
そ
れ
が
あ
る
。
最
後
に
、
特
定
の
株
主
に
対
し
会
社
か
ら
高
い
対
価
が
支
払
わ
れ
る
弊
害
が
起
こ
る
危
険
性
が
あ

る
た
め
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
会
社
が
恣
意
的
に
一
部
の
株
主
か
ら
買
い
受
け
る
と
、
株
主
間
に
不
平
等
を
生
じ
さ
せ
、
ま
た
、
保
有

す
る
自
己
株
式
を
特
定
の
者
に
時
価
よ
り
低
い
価
格
で
売
り
渡
す
こ
と
に
よ
り
株
主
間
に
不
平
等
を
生
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
に
関
し
て
は
、
自
己
株
式
取
得
を
禁
止
す
る
と
い
う
方
法
を
取
ら
な
く
て
も
、
例
え
ば
、
自
己
株
式
取
得
の
方
法

を
他
の
株
主
に
不
利
益
を
生
じ
さ
せ
な
い
方
法
に
し
た
り
、
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
や
相
場
操
縦
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
に
証
券
取
引
法
の
改

正
す
る
と
い
っ
た
方
法
で
も
対
処
し
う
る
と
の
批
判
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

４
　
自
己
株
式
取
得
の
メ
リ
ッ
ト

（
１
）
金
庫
株
解
禁
の
メ
リ
ッ
ト

金
庫
株
の
解
禁
を
求
め
る
要
請
は
主
に
経
済
界
か
ら
発
せ
ら
れ
た
。
一
般
に
金
庫
株
を
解
禁
す
る
主
た
る
理
由
は
以
下
の
も
の
で

あ
る
。
第
一
に
、
持
合
の
解
消
に
よ
っ
て
放
出
さ
れ
た
株
式
の
受
け
皿
と
し
て
、
金
庫
株
を
利
用
す
る
。
会
社
は
自
己
株
式
を
購
入

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
持
ち
合
い
解
消
に
よ
っ
て
放
出
さ
れ
た
自
己
株
式
を
購
入
し
、
株
価
の
下
落
に
歯
止
め
を
か
け
る
。
金
庫
株

を
い
わ
ゆ
る
株
価
対
策
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
合
併
・
株
式
交
換
・
会
社
分
割
な
ど
事
業
の
再

編
の
際
、
新
株
発
行
の
代
わ
り
に
金
庫
株
を
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
三
に
、
敵
対
的
企
業
買
収
の
防
御

策
や
対
抗
策
と
な
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
持
ち
合
い
の
解
消
に
よ
っ
て
大
量
に
放
出
さ
れ
た
株
式
は
敵
対
的
買
収
に
用
い
ら
れ
る
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お
そ
れ
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
放
出
さ
れ
た
株
式
を
、
金
庫
株
を
用
い
て
吸
収
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
敵
対
的
買
収
を
防
ご
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
第
四
に
、
自
社
株
年
金
基
金
（
Ｅ
Ｓ
Ｏ
Ｐ
＝E

m
ployee

Stock
O

w
nership

Plan

）
へ
の
拠
出
が
あ
る
。

（
２
）
新
株
発
行
や
株
式
消
却
と
の
違
い
は
何
か

金
庫
株
の
解
禁
を
求
め
る
理
由
は
以
上
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
他
の
方
法
に
よ
っ
て
も
達
成
さ
れ
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
な
ぜ
自
己
株
式
取
得
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
例
え
ば
敵
対
的
買
収
に
対
す
る
防
御
策
と
し
て
、
新
株
を
発
行
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
同
じ
効
果
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
し
か
し
、
新
株
発
行
よ
り
も
自
己
株
式
取
得
が

望
ま
れ
る
に
は
、
ま
ず
、
自
己
株
式
取
得
が
新
株
発
行
よ
り
も
機
動
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
新
株
を
発
行
す
る
た

め
に
は
、
払
込
期
日
の
二
週
間
前
に
、
新
株
の
種
類
、
数
、
発
行
価
額
、
払
込
期
日
、
募
集
の
方
法
を
公
告
し
、
あ
る
い
は
株
主
に

通
知
す
る
必
要
が
あ
る
（
３
）。

ま
た
、
新
株
発
行
は
配
当
負
担
を
増
大
さ
せ
、
既
存
の
株
主
の
持
株
比
率
を
低
下
さ
せ
、
株
式
価
値
を
下

げ
る
。

ま
た
、
金
庫
株
を
保
有
す
る
こ
と
は
実
質
的
な
減
資
で
あ
る
。
同
じ
減
資
の
手
段
で
あ
る
株
式
消
却
に
は
、
株
式
の
失
効
手
続
き

が
必
要
と
な
る
。
こ
れ
に
比
し
て
、
金
庫
株
は
そ
の
必
要
が
な
く
、
機
動
的
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
株
式
消
却
と
金
庫
株
と
で
は
、
授

権
枠
に
違
い
が
生
じ
る
。
授
権
枠
と
は
、
定
款
で
定
め
た
会
社
が
発
行
で
き
る
株
式
の
総
数
の
こ
と
で
、
そ
の
枠
内
で
あ
れ
ば
、
株

主
総
会
の
決
議
に
よ
ら
ず
、
取
締
役
会
の
決
定
だ
け
で
新
株
発
行
で
き
る
。
株
式
消
却
を
行
う
と
、
同
時
に
授
権
枠
も
減
少
し
て
し

ま
う
の
で
、
再
度
株
式
を
発
行
す
る
と
き
に
株
主
総
会
の
決
議
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
る
。
し
か
し
、
金
庫
株
の
取
得
は
授
権
枠

を
維
持
し
た
ま
ま
で
あ
る
の
で
、
取
締
役
会
の
決
議
だ
け
で
保
有
す
る
金
庫
株
を
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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５
　
改
正
商
法

（
１
）
改
正
商
法
（
金
庫
株
解
禁
関
連
）
の
概
要

一
〇
月
一
日
施
行
の
改
正
商
法
で
は
、
こ
れ
ま
で
あ
っ
た
規
制
の
う
ち
、
取
得
目
的
、
数
量
、
株
式
取
得
期
間
の
規
制
が
撤
廃
さ

れ
た
。
改
正
商
法
二
一
〇
条
以
下
で
は
、
取
得
の
手
続
、
取
得
方
法
、
取
得
財
源
、
消
却
お
よ
び
売
却
の
方
法
が
規
定
さ
れ
て
い

る
。

①
自
己
株
式
の
取
得

商
法
二
一
〇
条
以
下
の
規
制
対
象
と
な
る
行
為
は
、
自
己
株
式
の
買
受
で
あ
る
。
買
受
と
は
、
会
社
が
自
己
株
式
を
具
体
的
に
取

得
す
る
場
合
、
す
な
わ
ち
有
償
で
自
己
株
式
を
市
場
に
お
い
て
ま
た
は
相
対
で
取
得
す
る
場
合
を
い
う
。
従
っ
て
、
買
受
に
あ
た
ら

な
い
自
己
株
式
取
得
は
以
下
の
手
続
き
、
具
体
的
に
は
、
定
時
総
会
の
決
議
な
く
取
得
で
き
る
。
こ
れ
ら
に
は
、
無
償
消
却
や
営
業

譲
渡
、
合
併
な
ど
旧
商
法
で
も
認
め
ら
れ
て
い
た
自
己
株
式
取
得
が
含
ま
れ
る
。

⁄

取
得
の
手
続
お
よ
び
取
得
方
法

自
己
株
式
を
買
い
受
け
る
に
は
、
定
時
総
会
に
よ
る
授
権
決
議
が
必
要
と
な
る
。
決
議
の
内
容
は
次
の
定
時
総
会
の
終
結
の
と
き

ま
で
に
買
い
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
株
式
の
種
類
、
総
数
お
よ
び
取
得
価
格
の
総
額
で
あ
る
。
定
時
総
会
の
決
議
を
必
要
と
す
る
理

由
は
、
自
己
株
式
取
得
が
利
益
処
分
と
類
似
の
性
格
を
持
つ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
自
己
株
式
取
得
は
、
規
制
の
理
由
で
述
べ
た
よ
う
に

会
社
資
本
の
払
い
戻
し
で
あ
り
、
取
得
財
源
も
配
当
可
能
利
益
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
利
益
処
分
類
似
の
性
格
を
有
す
る
。
利
益

処
分
の
決
議
は
定
時
総
会
に
お
い
て
授
権
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
自
己
株
式
取
得
も
こ
れ
と
整
合
性
を
保
つ
た
め
に
定
時
総
会
に
お
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い
て
授
権
決
議
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
買
い
受
け
る
方
法
に
よ
っ
て
、
決
議
に
も
要
件
に
違
い
を
設
け
て
い
る
。
市

場
取
引
ま
た
は
公
開
買
受
に
よ
る
場
合
は
普
通
決
議
で
足
り
る
が
、
特
定
の
者
か
ら
買
い
受
け
る
相
対
取
引
の
場
合
は
特
別
決
議
を

必
要
と
す
る
。

¤

取
得
の
財
源
（
取
得
価
格
の
総
額
）

自
己
株
式
取
得
の
財
源
は
配
当
可
能
利
益
の
範
囲
内
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
商
法
二
一
〇
条
三
項
）。
こ
れ
は
資
本
の
充
実
、

維
持
の
原
則
の
要
請
か
ら
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
更
に
、
定
時
総
会
に
お
い
て
自
己
株
式
の
買
受
が
定
め
ら
れ
て
い
て
も
、
期

末
に
配
当
可
能
利
益
が
生
じ
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
に
は
、
自
己
株
式
の
買
受
は
禁
止
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
自
己
株
式
の
買

受
を
行
っ
た
も
の
の
、
そ
の
営
業
年
度
の
終
わ
り
に
配
当
可
能
利
益
が
生
じ
な
か
っ
た
場
合
、
取
締
役
は
会
社
に
連
帯
し
て
損
害
を

賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

自
己
株
式
の
取
得
財
源
の
規
制
緩
和
は
、
冒
頭
に
述
べ
た
商
法
改
正
の
三
つ
目
の
注
目
材
料
に
あ
た
る
法
定
準
備
金
制
度
の
規
制

緩
和
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
法
定
準
備
金
は
、
資
本
準
備
金
と
利
益
準
備
金
か
ら
な
る
。
改
正
以
前
は
、
会
社
は
資
本
準
備

金
と
は
関
係
な
く
、
資
本
の
四
分
の
一
に
達
す
る
ま
で
、
利
益
の
一
定
の
割
合
を
利
益
準
備
金
と
し
て
積
み
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
（
４
）。

改
正
法
は
、
利
益
準
備
金
は
、
資
本
準
備
金
と
合
わ
せ
て
資
本
の
四
分
の
一
ま
で
積
み
立
て
れ
ば
足
り
る
こ
と
と
し
た

（
商
法
二
八
八
条
ほ
か
）。
ま
た
、
改
正
前
に
お
い
て
も
消
却
法
特
例
法
に
お
い
て
、
資
本
準
備
金
を
原
資
と
す
る
自
己
消
却
は
認
め

ら
れ
て
い
た
。
今
回
の
改
正
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
利
益
準
備
金
に
つ
い
て
も
、
法
定
限
度
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
法
定
準
備

金
の
減
少
手
続
き
を
取
っ
た
後
、
自
己
株
式
取
得
の
原
資
と
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
（
商
法
二
一
〇
条
三
項
、
四
項
ほ
か
）。
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②
自
己
株
式
の
消
却

こ
れ
ま
で
の
消
却
方
法
に
は
定
時
総
会
の
決
議
に
よ
っ
て
行
う
も
の
と
、
消
却
特
例
法
に
よ
り
定
款
に
消
却
に
関
す
る
事
項
を
定

め
て
お
い
て
取
締
役
会
の
決
議
に
よ
っ
て
行
う
方
法
が
あ
っ
た
。
改
正
商
法
に
お
い
て
は
保
有
す
る
自
己
株
式
は
取
締
役
会
の
決
議

に
よ
り
消
却
で
き
る
こ
と
と
し
た
（
商
法
二
一
二
条
）
（
５
）。

③
自
己
株
式
の
保
有
お
よ
び
処
分

こ
れ
ま
で
は
会
社
が
自
己
株
式
を
取
得
し
て
も
、
失
効
手
続
き
を
行
う
か
、
相
当
の
時
期
に
処
分
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。

改
正
商
法
で
は
、
旧
商
法
に
あ
っ
た
自
己
株
式
の
処
分
義
務
を
撤
廃
し
、
保
有
に
は
制
限
を
設
け
て
い
な
い
。
会
社
は
、
取
得
し
た

自
己
株
式
を
数
量
、
期
間
等
の
制
限
な
く
保
有
で
き
、
保
有
す
る
自
己
株
式
を
取
締
役
会
の
決
議
に
よ
っ
て
、
随
時
、
売
却
処
分
し

た
り
、
消
却
し
た
り
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
会
社
は
合
併
等
に
際
し
、
新
株
の
代
わ
り
に
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
自
己
株
式
を
処
分
す
る
際
に
は
、
新
株
発
行
の
規
定
を
準
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
新
株
発
行
に
は
既

存
株
主
や
会
社
債
権
者
を
保
護
す
る
目
的
で
、
適
正
な
売
却
価
格
の
決
定
や
売
却
手
続
き
の
透
明
性
の
確
保
を
図
る
規
定
等
が
定
め

ら
れ
て
い
る
（
６
）。

自
己
株
式
を
随
時
売
却
で
き
る
こ
と
は
、
新
株
発
行
と
類
似
の
効
果
を
も
た
ら
す
の
で
、
こ
れ
ら
新
株
発
行
の
規
定

を
準
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
２
）
金
庫
株
解
禁
に
伴
う
関
連
法
令
の
改
正

こ
の
た
び
の
商
法
改
正
に
伴
っ
て
、
証
券
取
引
法
に
お
け
る
相
場
操
縦
、
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
、
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
に
関
す

る
規
定
が
改
正
さ
れ
た
。
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ま
ず
、
相
場
操
縦
規
制
に
は
、
新
た
に
証
取
法
一
六
二
条
の
二
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
相
場
を
操
縦
す
る
行
為
を
防
止
す
る

た
め
、
取
引
の
公
正
の
確
保
の
た
め
必
要
か
つ
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
事
項
を
内
閣
府
令
で
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
発
行
会
社
が
証
券
市
場
に
お
け
る
自
己
株
式
の
買
付
け
の
委
託
等
を
行
う
場
合
に
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
条

件
を
定
め
た
「
上
場
等
株
式
の
発
行
者
で
あ
る
会
社
が
行
う
上
場
等
株
券
の
売
買
等
に
関
す
る
内
閣
府
令
」
を
定
め
、
商
法
施
行
と

同
時
に
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
金
庫
株
の
解
禁
を
求
め
て
い
た
経
団
連
は
金
庫
株
の
解
禁
に
際
し
、
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
・
ル
ー

ル
（
７
）

を
設
け
る
必
要
性
が
あ
る
と
提
言
し
て
い
た
。
内
閣
府
令
は
い
わ
ゆ
る
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
・
ル
ー
ル
と
は
な
っ
て
い
な
い
が
、

個
々
の
項
目
は
ア
メ
リ
カ
の
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
・
ル
ー
ル
で
あ
る
Ｓ
Ｅ
Ｃ
規
則
一
〇
ｂ
―
一
八
と
類
似
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
、
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
を
定
め
た
証
取
法
一
六
六
条
を
改
正
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
証
券
取
引
法
に
お
い
て
も
、
会
社
関
係
者

が
自
己
株
式
を
売
買
す
る
場
合
に
は
「
重
要
事
実
」
の
公
表
後
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
た
。
今
回
の
改
正
で
こ
の
「
重

要
事
項
」
に
、
自
己
株
式
の
取
得
、
処
分
に
関
す
る
決
定
が
含
ま
れ
た
。

デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
に
関
し
て
は
、
証
取
法
二
四
条
の
六
が
改
正
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
三
ヶ
月
ご
と
で
あ
っ
た
自
己

株
券
買
付
状
況
報
告
書
の
提
出
が
自
己
株
式
取
得
の
定
時
総
会
の
決
議
後
か
ら
次
期
定
時
総
会
ま
で
一
ヶ
月
ご
と
に
提
出
す
る
こ
と

と
厳
格
化
さ
れ
た
。

（
３
）
自
己
株
式
取
得
の
弊
害
に
対
す
る
対
応

こ
の
た
び
改
正
は
、
先
に
述
べ
た
自
己
株
式
取
得
の
弊
害
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
自
己

株
式
の
取
得
規
制
の
理
由
に
は
、
自
己
株
式
取
得
が
出
資
金
の
払
い
戻
し
に
な
っ
て
、
会
社
債
権
者
の
利
益
を
害
す
る
と
い
う
も
の

が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
改
正
商
法
は
自
己
株
式
取
得
の
財
源
を
配
当
可
能
限
度
等
の
範
囲
内
に
限
定
し
た
。
ま
た
、
決
算
期
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に
配
当
可
能
限
度
額
が
残
ら
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
取
得
を
禁
止
し
て
い
る
。
更
に
、
期
中
に
自
己
株
式
買
受
を
行
い
、
期
末

に
資
本
の
欠
損
が
生
じ
た
場
合
、
自
己
株
式
買
受
を
行
っ
た
取
締
役
は
、
会
社
に
対
し
て
連
帯
し
て
、
そ
の
欠
損
額
に
つ
い
て
会
社

に
対
し
て
賠
償
の
責
任
を
負
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
第
二
の
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
が
行
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
批
判
に
対

し
て
は
、
証
券
取
引
法
を
改
正
し
て
い
る
。
第
三
の
出
資
に
よ
ら
な
い
会
社
支
配
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
批
判
に
対

し
て
は
、
新
株
発
行
の
規
定
を
準
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
既
存
株
主
や
会
社
債
権
者
を
保
護
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
最
後
に
、

自
己
株
式
取
得
は
株
主
平
等
原
則
に
反
す
る
と
い
う
批
判
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
自
己
株
式
買
受
の
方
法
を
原
則
市
場
に

お
け
る
取
引
ま
た
は
公
開
買
付
に
よ
る
と
し
て
い
る
。
相
対
取
引
に
よ
る
と
き
は
、
株
主
総
会
の
特
別
決
議
に
よ
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
更
に
、
他
の
株
主
に
も
売
却
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

６
　
自
己
株
式
取
得
の
経
済
的
影
響

日
本
に
お
い
て
は
一
〇
月
に
開
始
さ
れ
た
ば
か
り
の
金
庫
株
の
解
禁
で
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
従
来
自
己
株
式
の
取
得

が
行
わ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
自
己
株
式
取
得
は
自
己
株
式
を
取
得
し
た
企
業
お
よ
び
市
場
全
体
に
ど
の
よ
う
な
経
済
的
影
響
を

与
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

ア
メ
リ
カ
の
企
業
が
自
己
株
式
取
得
を
行
う
主
た
る
理
由
は
、
第
一
に
、
企
業
が
余
剰
資
金
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
適
切
な
投
資

機
会
が
見
当
た
ら
な
い
場
合
、
自
己
株
式
取
得
に
よ
っ
て
株
主
へ
資
金
を
返
却
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
同
じ
目
的
を
配
当
に
よ

っ
て
も
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
配
当
よ
り
も
自
己
株
式
の
取
得
が
選
好
さ
れ
る
の
は
、
税
制
上
、
配
当
よ
り
も
自
己
株
式
取

得
の
方
が
有
利
で
あ
る
か
ら
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
配
当
よ
り
も
自
己
株
式
取
得
が
選
好
さ
れ
る
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
配
当
が
継

続
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
見
方
が
強
い
の
に
比
し
て
、
自
己
株
式
取
得
は
そ
の
よ
う
な
期
待
が
な
さ
れ
ず
、
機
動
的
で
あ
る
か
ら

（38）



だ
と
さ
れ
て
い
る
。
日
本
に
お
い
て
、
自
己
株
式
取
得
が
企
業
の
余
剰
資
金
の
株
主
へ
の
還
元
の
た
め
に
行
わ
れ
る
と
い
う
論
調
は

ア
メ
リ
カ
ほ
ど
強
く
な
い
。
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
余
剰
資
金
の
株
主
還
元
が
重
要
視
さ
れ
る
の
は
、
巨
額
の
内
部
留
保
を
包
含
す
る

会
社
、
Ｒ
Ｏ
Ｅ
の
低
い
会
社
は
Ｍ
＆
Ａ
の
標
的
と
な
り
易
い
た
め
で
あ
る
。

第
二
に
、
ア
メ
リ
カ
の
企
業
が
自
己
株
式
取
得
を
行
う
ケ
ー
ス
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
当
該
企
業
の
株
価
が
割
安
と
な
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
、
そ
の
株
価
を
適
正
な
も
の
に
回
復
さ
せ
る
た
め
に
自
己
株
式
取
得
を
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
８
）。

ア
メ

リ
カ
に
お
い
て
も
日
本
に
お
い
て
も
、
自
己
株
式
取
得
が
、
そ
の
後
の
当
該
会
社
の
株
価
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
す
か
と
い

う
実
証
研
究
が
数
多
く
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
の
多
く
は
少
な
く
と
も
一
時
的
で
あ
れ
、
自
己
株
式
取
得
は
株
価
を
引
き

上
げ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
デ
ー
直
後
に
積
極
的
に
自
己
株
式
が
取
得
さ
れ
、
こ
れ
が
株

価
の
下
落
を
食
い
止
め
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
九
月
に
発
生
し
た
同
時
多
発
テ
ロ
の
直
後
も
株
価
下
落
を
食
い
止
め
る
た
め

の
自
己
株
式
取
得
計
画
が
相
次
い
で
発
表
さ
れ
て
い
る
。
自
己
株
式
取
得
が
株
価
の
下
落
を
食
い
止
め
る
理
由
と
し
て
、
一
般
に
言

わ
れ
て
い
る
も
の
が
シ
グ
ナ
リ
ン
グ
効
果
で
あ
る
。
シ
グ
ナ
リ
ン
グ
効
果
と
は
、
経
営
者
が
自
己
株
式
を
購
入
す
る
の
は
、
そ
の
時

点
に
お
け
る
株
価
が
安
い
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
り
、
自
己
株
式
購
入
は
経
営
者
か
ら
発
す
る
株
価
に
関
す
る
シ
グ
ナ
ル
の
発
信
で

あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

７
　
お
わ
り
に

二
〇
〇
一
年
一
〇
月
一
日
施
行
の
商
法
改
正
の
目
玉
は
、
金
庫
株
解
禁
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
施
行
以
来
、
エ
ス
テ
ー
化
学

や
サ
ン
リ
オ
な
ど
多
く
の
企
業
が
金
庫
株
の
取
得
を
発
表
し
、
そ
う
し
た
企
業
の
株
価
が
上
昇
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
敵
対
的

Ｍ
＆
Ａ
の
防
御
策
や
株
式
持
ち
合
い
解
消
へ
の
株
価
対
策
等
、
金
庫
株
の
解
禁
を
求
め
る
際
、
取
り
上
げ
ら
れ
た
メ
リ
ッ
ト
が
全
て

（39）



実
際
に
発
揮
で
き
る
か
は
、
今
の
と
こ
ろ
定
か
で
は
な
い
。
本
来
の
あ
る
べ
き
第
一
の
株
価
対
策
は
企
業
の
収
益
力
の
上
昇
で
あ
る
。

自
己
株
式
取
得
は
そ
の
意
味
で
は
抜
本
的
な
対
策
で
は
な
い
。
し
か
し
、
上
場
企
業
の
三
分
の
一
は
無
借
金
会
社
か
実
質
的
に
は
無

借
金
会
社
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
自
己
株
式
の
取
得
は
余
剰
資
金
の
還
元
で
あ
り
、
企
業
の
Ｒ
Ｏ
Ｅ
の
向
上
に
役
立
つ
。
自
己

株
式
の
取
得
が
、
必
ず
し
も
、
株
主
に
と
っ
て
常
に
プ
ラ
ス
の
材
料
で
あ
る
と
は
い
い
き
れ
な
い
が
、
自
社
株
式
取
得
の
緩
和
に
よ

っ
て
、
企
業
の
財
務
戦
略
上
の
選
択
肢
が
拡
大
し
、
機
動
的
で
柔
軟
な
対
応
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
は
企
業
に
と
っ
て
評
価
す
べ
き

事
実
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

注（
１
）

拙
稿
「
株
式
分
割
の
制
限
（
商
法
二
一
八
条
）
の
新
解
釈
」『
証
研
レ
ポ
ー
ト
』
Ｎ
ｏ．

一
五
八
五，

四
四
〜
五
五
頁
。

（
２
）

三
つ
目
の
改
正
点
で
あ
る
法
定
準
備
金
制
度
の
規
制
緩
和
に
つ
い
て
は
金
庫
株
と
の
関
連
に
お
い
て
考
察
す
る
。

（
３
）

改
正
商
法
で
は
新
株
発
行
手
続
き
も
簡
素
化
さ
れ
た
。

（
４
）

株
式
会
社
・
有
限
会
社
に
お
い
て
、
毎
決
算
期
に
利
益
処
分
と
し
て
支
出
す
る
金
額
の
一
〇
分
の
一
以
上
お
よ
び
株
式
会
社
に
お
い
て
中

間
配
当
を
す
る
ご
と
に
そ
の
配
当
額
の
一
〇
分
の
一
を
利
益
配
当
金
と
し
て
積
み
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
（
旧
商
法
二
八
八
条
ほ

か
）。

（
５
）

今
回
の
改
正
に
伴
い
、
消
却
特
例
法
は
廃
止
さ
れ
た
。

（
６
）

新
株
発
行
に
は
、
適
正
な
売
却
価
格
の
決
定
（
二
八
〇
条
の
二
等
）、
売
却
代
金
の
払
い
込
み
の
確
保
（
一
七
七
条
二
項
、
二
八
〇
条
の
七
）、

売
却
手
続
き
の
透
明
性
の
確
保
（
二
八
〇
条
の
三
の
二
）
の
た
め
の
規
定
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

（
７
）

セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
・
ル
ー
ル
（Safe

H
arbor

R
ule

）
と
は
、
当
該
規
定
の
下
で
行
動
す
る
限
り
は
違
法
と
は
な
ら
な
い
範
囲
を
明
確
化

（40）



し
た
ル
ー
ル
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
自
己
株
式
の
取
得
に
あ
た
り
、
相
場
操
縦
に
該
当
し
な
い
た
め
の
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
・
ル
ー

ル
が
Ｓ
Ｅ
Ｃ
規
則
一
〇
ｂ
―
一
八
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

（
８
）

こ
れ
に
対
し
、
モ
ジ
リ
ア
ー
ニ
＝
ミ
ラ
ー
理
論
は
、
一
定
の
仮
定
の
下
で
は
、
配
当
も
自
己
株
式
購
入
も
企
業
の
価
値
に
影
響
を
及
ぼ
さ

ず
、
株
価
に
も
影
響
し
な
い
と
す
る
。
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（
ふ
く
も
と
　
あ
お
い
・
研
究
員
）

（41）


